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神彩の広場
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　Earthquake disaster of March 11, 2011. Three years pass from that time.  New scenery is made 
in Tohoku, now.  We want to suggest what kind of place there should be, when we look back on 
an earthquake disaster. we do not forget the memory of the earthquake disaster.
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１．設計概要
２．敷地
　2011 年 3 月 11 日。東日本大震災は多くの被害をもたら
しました。あの震災からもう 3 年が経とうとしています。
建物・産業などの復興は少しずつ進み新しい風景がつくら
れつつあります。しかし、人々の記憶に残る震災の爪痕は
決して治ることはなく、あの日の記憶と共に生きています。
残すべきこの記憶に対し共有する場所をつくることはでき
ないだろうか。これからの先の未来に向けて、希望を生み
出す場を創りだすことはできないだろうか。今回、人の集
う場から震災の記憶を共有する新たな場のあり方を考えて
いきます。
　敷地は宮城県石巻市小積浜。周囲の浜とは異なり、漁業などの産業がないこの浜は 22 世帯の住宅が広がる集落でした。
しかし、津波の被害により、現在では 7 世帯を残し、雑草の生えた広大な空き地が広がっています。現在この浜では６
ｍの L1 防潮堤が置かれる予定となっています。地域住民も空き地に対して新たな要素を求めており、今回の計画地と
します。
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３．場の意味
４．空間を操作する４つの行為
５．点在するプログラム
　これは慰霊碑のあるところのような悲しみに
浸る場所ではありません。ここは人が集まり、
にぎわう広場のような空間です。この地に長く
住む人、何度も訪れる人、初めて訪れる人。こ
の場を巡る中で、あの日のこと、今のこと、こ
れからのこと。何かを感じとり、想ってほしい。
　広大な敷地は建築によって満たされるのでは
なく、「敷く・刺す・置く・掘る」の４つの行為
をおこなうことによりまっさらな大地を満たし
ていきます。
※神彩 / しんさい・・・精神と風采。（広辞苑より抜粋）
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